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第9回



第６講：投資の理論
（第１５章）

現在価値とは何か？

投資はどのような水準で決定されるか？

投資理論にはどのようなものがあるか？
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６．１投資とは（１５－１）

①I：投資（固定資本形成）：

以下の今期になされる部分

（１）設備投資：企業による、工場・機械などの今期の増加分。
次期の生産に利用される

（２）在庫投資：企業による、今期の売れ残りの部分。

次期の販売に利用される

（３）住宅投資：個人による、今期の住宅建築。

次期からの便益を受ける

（４）公共投資：政府による、道路、港湾の建設などの今期の
増加分。次期に民間部門が便益を受ける
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６．２ 企業の設備投資（１５－１）

①フローとストック

フロー ：ある期間内に行われた経済活動の成果

ストック ：これまでに行われた経済活動の成果

＝過去のフローの蓄積

②資本 ：企業が生産のために利用する工場（＝設備）
＝ストック

投資 ：今年に増加させる工場（＝設備投資）

（固定資本形成） ＝フロー

※固定資本減耗：今年に無くなった設備の価値

③３つの関係

Kt＋It+1ーdKt＝Kt+1 → Kt+1＝（１－d）Kt＋It+1
It+1＝ Kt+1ー（１－d）Kt
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６．３ ケインズの投資理論（１５－２）

①資本増加の「プラス面」

資本の限界生産性＝資本ストック（＝投資）を追加的に１
単位増加させたときの生産量の増加量

MPK・（限界効率）

ΔY／ΔK

Y
Y＝F(K)：生産関数

K
MPK

限界生産性逓減の法則
（資本の限界効率）

K
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６．３ ケインズの投資理論（１５－２）

②資本増加の「マイナス面」

資本のレンタルコスト＝資本ストックを追加的に１単位増加

させたときの費用の増加量

＝資本減耗率 ＋ （借り入れ）利子

資本の利用価値が減少 あ：銀行などから借り入れる

い：自分が有する資金が使えない

ｄ ｒ

（機会費用：本来得られるべき収入（を失うことによる費用））
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６．３ ケインズの投資理論（１５－２）

☆資本の限界効率（限界生産性）＝資本のレンタルコスト

（ ΔY／ΔK ＝ｄ＋ｒ）において「望ましい資本ストック量」が

決定される

資本の限界生産性：レンタルコスト （減耗＋）利子

K
0

減耗＋利子

* tK K=1tK −

I

K
0
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６．３ ケインズの投資理論（１５－２）

応用１：減耗が小さくなる 応用２：資本の限界生産性

が大きくなる（＝技術の進歩）

0
K

資本の限界生産性
：レンタルコスト

*K 0
K

減耗＋利子

**K

減耗が小さくなると資本のレ
ンタルコストが小さくなるた
め、資本の限界生産性が低
くてもかまわない。よって、
資本ストックが増加する。

資本の限界生産性が大きく
なるとレンタルコストが高くて
もかまわない。よって、資本
ストックが増加する。

*K **K
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